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伝統ある福野小学校の校長として勤務することになりまし 

た曲師政隆（まげし まさたか）です。新型コロナウイルス 

感染症のために行動が制限されるようになってから３回目の 

春を迎えました。まだ、「アフターコロナ」とはいかないよ 

うです。今年も、いつ何時、何が起こるか分からない先行き 

不透明な年になることが予想されます。学校では、教職員が知恵を出し合い、前向き

に、子供たちの教育に努めていきたいと考えていますが、今年も、保護者の皆様や地

域の皆様のご理解とご協力が必要になるものと考えます。学校と家庭と地域が一枚岩

であることが子供の教育にとって、大切であると思います。 

そのためには、学校の考えを深く知っていただくことが必要であると考えます。そ

こで、校長だより『校長室の窓から』と題して、校長室から見た学校の様子、本校の

考えを随時お知らせしていきたいと思います。不定期の発行になると思いますが、読

んでいただければ幸いです。 

令和４年度の学校運営について 
１ 重点目標 『自ら考え 判断し 行動する』 
 ４月６日（水）の始業式では、２～６年生の子供たちに、 

「今年１年が楽しい年になるように、何をすればよいか自分 

たちで考え、それをすることで他の人が喜ぶのか困るのか正 

しく判断し、よいと思ったことであれば勇気をもって行動し 

よう」と伝えました。また、７日（木）の入学式では、１年 

生の子供たちに、「自分のことは自分でできるようになろう。 

自分でできることをどんどん増やしていこう」と話しました。 

 「今年も何が起こるか分からない不透明な年になる」と前述しましたが、子供たち

が大人になる数十年後は、今よりも科学技術が進歩し、人の価値観も多様になり、何

が起こるか見当もつかない不透明な時代になっていると思われます。解決策なんて誰

にも分からない、誰も教えてくれないでしょう。そんなときに、「国が悪い」「〇〇の

せいだ」と他人の責任を追及しても何の問題解決にもなりません。そんな時代を多少

の困難にへこたれず、『自ら考え 判断し 行動する』前向きな人になってほしいと願

っています。南砺市の学校教育で目指す『未来を切り拓く なんとっ子』とは、このよ

うな子供であると考えます。 

 また、この『自ら考え 判断し 行動する』は、子供にだけではなく、教職員にも求

めたい目標です。そして、何より私自身に言い聞かせてきた目標であります。前例に

とらわれず、よいと思ったことは実施していきたいと思います。 



２ 学校運営の方針 
① 無理なく、質の高い教育活動の推進 

・「ウイズコロナ」の時代になると予想されます。これまで中止や縮減してきた行事

等ができることになるとも考えられます。単に「元に戻す」「やめる」ではなく、

その行事等の目的が何であるかを考え、実施の仕方を判断したいと思います。 

・行事等の実施に向けては、子供（特に６年生） 

の思いを取り入れたものにしたいと思います。 

これまでの学校でも、教職員やＰＴＡ執行部 

とはよく話し合って、いろんなことを決めて 

きたつもりでいましたが、『子どもの権利条 

例』の会合に参加するごとに、子供にはあま 

り意見を聞いてこなかったなと反省している 

ところです。 

② 地域人材や専門家の積極的な活用 

・ここ数年、新学習指導要領への対応、「プログラミング」「特別支援教育」「がん教

育」「防災教育」「ネット犯罪」「薬害防止」・・・と、学校で行わなければいけな

いことが増えています。何でもかんでも学校だけでできるわけはありません。任

せられる内容を専門家に任せることで、子供たちにとって楽しく有意義な学習と

なります。また、教員は、負担が軽減された時間で、国語や算数等の授業の準備

や子供と触れ合う時間をもつことができます。 

例えば、プログラミングは大学に任せる。環境教育は市や企業の出前授業を活用

するなど、いろんなことが考えられます。保護者の皆様、地域の皆様、「こんなこ

となら自分が教えられます」ということがありましたら、学校にご連絡ください。 

③ 一人一台タブレット端末の利活用 

・近い将来、子供が毎日タブレット端末を家庭に持ち帰り、文房具の一つとして使

用する時代が必ず来ると思います。多少の問題が出てくるのは当然で、子供も大

人も少しずつ慣れていかなければいけません。 

・チーム担任制を生かし、学年・低中高学年でＩＣＴに堪能な教員が中心になって、

とにかくタブレット端末を使ってみたいと思います。その中で、少しずつ、有効

な活用の仕方が見えてくればよいと考えます。 

④ 学校の情報発信と保護者や地域等との連携 

・①～③が成立するためには保護者や地域・外部機関の協力が不可欠です。協力を

得るためにも学校の考えや子供たちの様子等を知ってもらう必要があります。校

長だよりや学校だよりの発行、ホームページのこまめな更新等をとおして、学校

の様子をお知らせします。 

 （校長  曲 師 政 隆） 

 

 

 

裏面に、新型コロナウイルス感染症予防対策について、現在の状況を鑑み、本校

で共通理解したことを載せます。（状況にあわせて随時変更します）何が正解かは

分かりませんが、記載したことに努めます。ご一読ください。 


